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第
十
三
節
　
　
第
五
大
学
区
難
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
長
崎
医
学
校
第
十
三
節
第
五
大
学
区
殴
巫
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
長
崎
医
学
校
　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
は
前
年
に
引
続
き
、
医
制
の
確
立
を
み
た
が
、
明
治
三
年
三
月
十
四
目
、
集
議
院
が
開
か
れ
、
六
年
六
月
四
日
に
集
議
院
を
廃
し
、
そ
の
事
務
を
左
院
に
移
管
し
て
以
来
、
議
会
制
度
の
確
立
へ
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
時
で
も
あ
っ
た
。
明
治
七
年
一
月
十
八
日
、
板
垣
退
助
等
は
政
府
に
民
選
議
院
設
立
の
建
白
書
を
提
出
し
、
以
後
、
政
界
で
は
、
国
会
開
設
、
自
由
民
権
の
主
張
等
で
甲
論
乙
駁
し
た
。
こ
の
七
年
一
月
二
十
五
日
、
第
五
大
学
区
盤
学
校
で
は
生
徒
数
十
名
が
出
門
し
た
ま
ま
、
翌
二
十
六
日
に
至
っ
て
も
帰
校
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
二
十
八
日
に
至
り
、
漸
く
帰
学
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
政
治
的
、
集
団
的
な
行
動
を
以
て
殿
学
校
に
お
け
る
勉
学
を
止
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
こ
の
学
校
開
設
以
来
、
頭
取
戸
塚
文
海
の
リ
コ
ー
ル
及
び
維
新
の
動
乱
期
を
除
け
ば
始
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
前
年
八
月
以
後
、
徴
ピ
．
六
令
及
び
小
学
校
令
に
対
す
る
他
地
方
に
起
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
、
学
校
側
の
手
落
ち
の
よ
う
で
も
あ
り
、
学
生
の
本
分
を
忘
却
し
て
、
集
団
的
に
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
行
な
お
う
と
し
た
数
十
名
の
学
生
の
無
責
任
性
に
も
帰
せ
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
軍
国
主
義
の
基
盤
と
も
云
う
べ
き
徴
兵
令
を
中
心
と
す
る
帝
国
主
義
的
思
想
の
風
靡
に
対
抗
し
て
、
自
由
民
権
の
思
想
が
盛
ん
に
な
り
始
め
た
時
期
に
、
学
制
改
革
の
矢
継
早
な
朝
令
暮
改
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
こ
う
し
た
不
満
を
齎
し
め
る
一
因
を
な
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
立
憲
政
体
の
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
の
は
明
治
八
年
四
月
十
四
日
で
、
七
月
五
日
に
元
老
院
が
開
設
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
明
治
九
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
、
自
由
民
権
の
問
題
は
多
く
取
扱
わ
れ
、
出
版
界
を
賑
わ
し
て
行
っ
た
。
曽
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
再
渡
に
当
り
、
江
戸
で
質
問
し
た
加
藤
弘
之
は
、
明
治
九
年
に
は
『
自
由
自
活
』
を
、
翌
十
年
に
は
服
部
徳
が
ル
ッ
ソ
ー
の
『
民
約
論
』
を
醗
訳
し
、
十
一
年
に
は
植
木
枝
盛
が
『
開
明
新
論
』
を
出
版
し
、
十
三
年
に
は
、
山
本
憲
が
一244一
『
慷
慨
憂
国
論
』
を
世
に
問
う
た
の
で
あ
る
。
又
、
新
聞
界
で
も
、
明
治
十
四
年
に
は
、
西
園
寺
公
望
は
「
東
洋
自
由
新
聞
」
を
発
刊
し
、
翌
十
五
年
に
は
、
中
江
篤
介
等
は
雑
誌
「
政
理
叢
談
」
を
出
し
た
。
教
育
界
に
あ
っ
て
も
同
年
九
月
、
加
藤
弘
之
の
著
わ
し
た
『
人
権
新
論
』
は
『
民
約
論
』
を
排
撃
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
年
、
そ
の
反
駁
論
『
人
権
新
論
駁
論
』
が
矢
野
文
雄
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
も
、
明
治
七
年
以
来
の
重
要
な
自
由
主
義
の
課
題
だ
・
た
の
で
あ
る
．
今
、
次
に
萌
治
碧
管
務
撃
務
簿
」
に
よ
っ
て
、
第
五
大
学
区
盤
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
す
る
資
料
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
　
当
校
生
徒
数
十
名
昨
二
十
五
日
午
後
三
時
過
出
門
之
末
今
朝
二
至
り
帰
　
校
不
仕
尤
下
宿
向
略
相
分
候
得
共
此
段
為
御
心
得
申
進
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
大
学
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
校
（
鞍
）
　
　
　
明
治
七
年
一
月
二
十
六
日
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
こ
れ
に
続
い
て
更
に
次
の
文
書
が
見
え
る
。
　
当
校
生
徒
本
月
二
十
五
日
出
門
之
末
昨
二
十
八
日
午
後
五
時
一
統
致
帰
　
塾
候
二
付
此
段
及
御
報
知
候
也
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
大
学
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
校
（
灘
）
　
　
　
明
治
七
年
一
月
二
十
九
日
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
こ
の
取
締
の
不
行
届
は
や
が
て
こ
の
医
学
校
の
運
命
を
も
暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
　
さ
て
、
二
月
一
日
に
な
る
と
、
傭
外
人
医
師
レ
ウ
エ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
フ
ェ
ル
ボ
ー
デ
は
長
崎
県
令
宮
川
房
之
及
び
長
崎
病
院
井
第
五
大
学
区
盤
学
校
長
文
部
省
七
等
出
仕
坂
井
直
常
と
そ
れ
ぞ
れ
約
定
書
を
認
め
た
。
こ
の
約
定
書
の
冒
頭
に
、
坂
井
直
常
は
第
五
大
学
区
盤
学
校
長
坂
井
直
常
と
自
書
し
、
末
尾
に
は
長
崎
病
院
井
竪
学
校
長
と
署
名
し
て
い
る
。
一
般
に
は
大
学
区
の
名
称
は
省
略
し
て
単
に
竪
学
校
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ウ
エ
ン
は
こ
の
約
定
書
に
お
い
て
記
し
た
時
期
以
前
に
医
学
校
の
廃
止
に
逢
い
、
単
に
長
崎
病
院
に
傭
わ
れ
た
ま
ま
の
形
で
約
定
の
時
期
を
過
し
た
。
　
三
月
三
十
一
日
、
ド
イ
ツ
人
イ
・
ア
・
レ
ッ
ペ
ン
が
、
ド
イ
ツ
語
並
び
に
ラ
テ
ン
語
教
師
シ
モ
ン
ス
の
後
任
と
し
て
盤
学
校
に
採
用
一　245一
　
　
　
第
十
三
節
第
五
大
学
区
盤
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
長
崎
医
学
校
さ
れ
た
。
明
治
五
年
の
学
制
改
革
以
来
、
外
国
教
師
に
て
教
授
す
る
医
学
教
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
予
科
の
全
学
級
に
お
い
て
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
の
教
授
を
要
し
た
医
学
校
で
は
臨
床
教
師
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
を
傭
っ
て
い
た
長
崎
の
場
合
も
例
外
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
京
都
に
移
っ
て
後
、
ド
イ
ツ
語
で
教
授
を
求
め
ら
れ
た
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
語
で
教
授
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
の
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
ド
イ
ツ
医
学
に
対
す
る
感
情
的
な
問
題
で
な
く
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
自
身
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
守
り
続
け
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
叉
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
ド
イ
ッ
語
が
余
り
特
意
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
も
抱
か
し
め
る
こ
と
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
レ
ウ
エ
ン
も
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
と
同
様
に
ド
イ
ツ
語
で
教
授
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
果
し
て
レ
ウ
エ
ン
が
ド
イ
ツ
語
で
医
学
を
教
え
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
以
て
教
授
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
央
政
府
の
要
請
す
る
学
制
に
従
っ
て
教
授
さ
れ
な
い
場
合
は
、
如
何
に
根
強
い
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
地
盤
を
持
つ
長
崎
で
も
例
外
は
な
く
、
や
が
て
制
度
上
の
破
綻
を
来
た
し
、
且
つ
又
、
医
学
の
水
準
に
遅
れ
姶
め
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
た
ち
数
人
が
如
何
に
努
力
し
て
み
て
も
所
詮
無
駄
な
も
の
に
終
り
、
十
年
余
り
後
に
は
永
い
伝
統
を
持
つ
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
も
衰
滅
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
　
処
で
、
シ
モ
ン
ス
の
後
任
イ
・
ア
・
レ
ッ
ペ
ン
は
大
浦
居
留
地
二
十
四
番
地
に
住
っ
て
い
た
が
、
こ
の
人
に
つ
い
て
は
余
り
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
唯
、
蟹
学
校
よ
り
県
に
対
し
て
伺
を
出
し
、
語
学
教
師
と
し
て
盤
学
校
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
任
期
も
判
ら
な
い
が
、
半
年
余
後
の
医
学
校
の
廃
止
に
際
し
て
は
、
レ
ウ
エ
ン
と
異
り
、
職
を
失
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
こ
の
イ
・
ア
・
レ
・
ペ
ン
関
係
の
資
料
を
萌
治
碧
僻
学
務
課
事
務
簿
」
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
が
、
原
文
書
に
は
「
返
事
済
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
宮
川
）
　
大
浦
居
留
地
二
十
四
番
地
住
居
学
人
イ
ァ
レ
ッ
ペ
ソ
ト
申
洋
人
伺
済
　
之
上
為
語
学
教
師
当
校
へ
雇
入
候
二
付
此
段
申
進
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
大
学
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
校
（
馨
　
　
　
明
治
七
年
三
月
三
十
一
日
一246一
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
こ
こ
で
、
明
治
元
年
以
後
の
東
京
に
お
け
る
医
学
校
の
変
遷
を
顧
み
て
置
き
た
い
。
明
治
元
年
三
月
七
日
、
　
「
西
洋
医
学
ノ
儀
是
迄
止
メ
被
置
候
へ
共
自
今
其
所
長
二
於
テ
ハ
御
採
用
可
有
之
被
仰
出
候
事
」
と
布
告
し
た
維
新
政
府
は
六
月
二
十
六
目
、
下
谷
御
徒
町
に
旧
幕
府
の
経
営
し
て
い
た
医
学
所
の
復
興
を
期
し
、
鎮
将
府
の
所
管
と
な
し
、
同
年
六
月
二
十
九
日
「
大
政
御
一
新
大
義
名
分
ヲ
明
ニ
シ
人
才
御
生
育
被
為
在
候
二
付
鎮
台
府
二
於
テ
昌
平
学
校
御
復
興
被
仰
出
候
間
入
学
相
願
度
者
ハ
学
校
へ
可
申
出
候
事
」
と
布
達
し
て
、
昌
平
学
校
を
復
興
せ
し
め
、
八
月
二
十
二
日
、
鎮
将
府
は
布
告
を
発
し
て
、
大
学
校
を
興
建
す
べ
く
、
「
於
昌
平
醤
年
七
歳
ヨ
リ
ニ
十
歳
二
至
迄
目
々
出
席
勤
学
被
仰
付
且
三
百
俵
以
下
之
分
ハ
為
御
扶
持
一
人
ロ
ツ
・
被
下
置
候
間
就
モ
御
趣
意
ヲ
奉
戴
シ
妄
二
詞
章
藻
華
之
末
流
ヲ
不
襲
実
用
緊
要
之
学
二
基
キ
日
夜
研
究
励
可
致
旨
被
仰
出
候
事
」
と
達
し
た
。
そ
し
て
十
月
十
九
日
に
至
り
、
先
に
七
月
二
十
日
、
横
浜
よ
り
移
転
し
た
旧
藤
堂
藩
邸
跡
の
仮
軍
事
病
院
が
大
病
院
と
称
し
て
い
て
、
鎮
将
府
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
を
「
今
般
鎮
将
府
被
廃
侯
二
付
以
後
可
為
東
京
府
支
配
　
　
　
第
三
章
　
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
事
」
と
沙
汰
し
、
更
に
同
月
二
十
五
日
、
行
政
官
は
軍
務
官
に
対
し
、
「
病
院
之
儀
東
京
府
支
配
二
被
仰
付
置
侯
処
自
今
其
官
ニ
テ
支
配
可
致
旨
御
沙
汰
侯
事
」
と
達
し
、
且
つ
東
京
府
に
対
し
て
も
「
病
院
之
儀
其
府
麦
配
二
被
仰
付
置
候
処
自
今
軍
務
官
支
配
二
被
仰
付
候
間
此
段
相
達
候
事
」
と
令
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
一
月
十
五
日
、
東
京
府
に
対
し
て
は
「
病
院
之
儀
以
来
其
府
管
轄
二
被
仰
付
候
事
、
但
兵
隊
病
人
之
儀
ハ
軍
務
官
ヨ
リ
麦
配
致
シ
候
二
付
此
旨
可
相
心
得
事
」
と
達
し
、
軍
務
官
に
対
し
て
は
「
病
院
之
儀
以
来
東
京
府
管
轄
二
被
仰
付
候
間
此
段
相
達
候
事
、
但
兵
隊
病
人
之
儀
ハ
其
官
ヨ
リ
支
配
可
有
之
事
」
と
沙
汰
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
管
轄
に
変
遷
を
示
し
、
長
崎
医
学
校
の
変
動
と
も
殆
ど
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
同
年
十
二
月
七
日
、
医
業
取
締
及
び
医
学
奨
励
に
関
す
る
布
告
を
発
し
た
政
府
は
二
十
五
日
、
御
沙
汰
書
を
示
し
、
医
学
校
へ
対
し
、
「
以
来
学
校
可
為
管
轄
旨
御
沙
汰
候
事
」
と
令
し
た
の
で
、
医
学
校
は
昌
平
学
校
（
後
に
学
校
）
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
入
学
規
則
も
同
日
、
行
政
官
よ
り
布
告
さ
れ
た
。
翌
二
年
正
月
十
七
日
の
昌
平
学
校
並
び
に
開
成
学
校
の
開
畏
に
当
り
、
東
京
府
へ
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
御
沙
汰
書
に
よ
れ
ば
一247一
　
　
　
第
十
三
節
　
　
第
五
大
学
難
医
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
長
崎
医
学
校
「
医
学
所
之
儀
学
校
可
為
管
轄
旨
先
般
被
仰
出
候
処
御
都
合
モ
有
之
二
付
如
旧
其
府
可
為
管
轄
旨
更
二
御
沙
汰
候
事
」
と
令
さ
れ
て
い
て
、
全
く
動
乱
期
の
医
学
教
育
が
政
治
的
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
来
た
跡
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
社
会
医
学
の
分
野
で
あ
る
種
痘
は
維
新
の
動
乱
期
に
も
重
視
さ
れ
て
い
て
、
明
治
元
年
八
月
十
五
日
、
旧
幕
府
の
経
営
に
か
か
る
医
学
館
は
種
痘
所
と
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
二
年
二
月
十
二
目
、
医
学
所
は
大
病
院
に
合
併
さ
れ
、
医
学
校
兼
病
院
と
改
称
さ
れ
、
大
学
三
校
中
、
最
も
早
く
医
学
教
育
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
五
月
十
日
、
学
校
に
対
し
て
「
病
院
之
儀
是
迄
東
京
府
管
轄
之
処
自
今
学
校
可
為
管
轄
旨
御
沙
汰
候
事
」
と
令
し
、
東
京
府
に
対
し
て
は
「
病
院
之
儀
是
迄
其
府
管
轄
之
処
自
今
学
校
管
轄
二
被
仰
付
候
間
此
段
相
達
候
事
」
と
沙
汰
し
て
、
病
院
は
再
び
学
校
（
昌
平
学
校
）
の
管
轄
に
入
っ
た
。
　
六
月
十
五
日
、
学
校
に
対
し
て
、
大
学
校
設
立
の
規
則
が
達
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
大
学
校
が
創
立
さ
れ
た
が
、
八
月
五
日
に
は
開
蟹
さ
れ
、
更
に
十
月
十
四
日
に
は
医
学
修
業
に
関
す
る
御
沙
汰
書
が
発
せ
ら
れ
て
、
医
学
教
育
の
重
要
性
は
一
層
瞭
ら
か
に
さ
れ
、
叉
、
十
二
月
十
七
日
、
太
政
官
は
「
自
今
大
学
校
ヲ
大
学
ト
改
称
開
成
所
ヲ
大
学
南
校
医
学
校
ヲ
大
学
東
校
ト
可
称
事
」
と
沙
汰
し
た
。
こ
の
月
、
相
良
知
安
、
岩
佐
純
等
医
学
御
用
掛
の
進
言
に
基
い
て
ド
イ
ツ
医
学
採
用
が
決
定
さ
れ
、
横
浜
以
来
、
大
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
ウ
ィ
リ
ス
は
鹿
児
島
に
去
っ
た
。
明
治
三
年
二
月
、
中
小
学
規
則
と
共
に
制
定
さ
れ
た
大
学
規
則
の
公
布
を
み
た
が
、
二
月
二
十
八
日
、
　
「
長
崎
県
病
院
学
則
並
学
識
人
員
進
退
之
儀
自
今
其
学
管
轄
被
仰
付
侯
事
」
と
大
学
に
令
さ
れ
て
、
長
崎
医
学
と
東
京
医
学
と
の
密
接
な
関
係
が
結
ば
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
三
月
十
七
日
、
典
医
に
対
す
る
御
沙
汰
書
に
よ
っ
て
「
御
用
間
ヲ
以
テ
大
学
東
校
へ
出
席
被
仰
付
候
事
」
と
令
さ
れ
、
大
学
東
校
の
医
学
教
育
に
お
け
る
法
的
位
置
は
甚
だ
高
か
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
月
、
種
痘
館
も
大
学
東
校
に
移
さ
れ
、
医
学
教
育
の
統
一
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
七
月
十
二
日
、
「
学
制
御
改
正
二
付
当
分
本
校
被
止
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
た
大
学
は
皇
漢
学
派
と
洋
学
派
の
争
議
の
最
中
で
あ
っ
て
、
医
学
教
育
の
統
一
さ
れ
た
立
場
と
は
大
い
に
異
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
同
年
八
月
二
十
四
日
、
典
医
寮
の
廃
止
に
伴
い
、
「
升
歳
以
下
之
輩
医
学
修
行
被
仰
一248一
付
置
候
処
自
今
御
人
撰
ヲ
以
更
二
可
仰
付
候
間
其
校
附
属
被
止
候
云
々
」
と
達
せ
ら
れ
、
且
つ
そ
の
後
、
十
月
十
八
日
、
大
阪
理
学
所
が
大
学
の
管
轄
と
な
り
、
名
称
の
変
遷
も
あ
っ
た
が
、
閏
十
月
九
日
に
は
函
館
病
院
が
大
学
東
校
の
管
轄
に
入
っ
た
。
更
に
十
二
月
七
日
、
大
学
は
「
売
薬
取
締
之
儀
自
今
東
校
所
轄
被
仰
付
候
事
」
と
太
政
官
の
達
を
受
け
、
種
痘
と
共
に
薬
事
行
政
を
も
司
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
叉
、
明
治
四
年
六
月
三
日
に
は
大
学
東
校
の
管
轄
に
高
知
藩
病
院
も
加
え
ら
れ
、
長
崎
、
画
館
、
高
知
等
、
大
学
の
支
配
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
医
学
教
育
の
行
政
が
進
め
ら
れ
た
。
同
年
七
月
十
八
日
、
文
部
省
の
設
立
に
よ
っ
て
大
学
が
廃
さ
れ
た
の
で
、
十
一
月
十
四
日
に
は
長
崎
県
病
院
は
文
部
省
の
管
轄
に
属
し
た
が
、
同
月
十
日
に
は
「
東
校
中
種
痘
局
ヲ
設
ケ
種
痘
医
ノ
免
許
状
並
痘
苗
分
与
等
取
扱
候
二
付
左
ノ
通
可
相
心
得
事
」
と
文
部
省
布
達
が
発
せ
ら
れ
、
八
条
の
種
痘
規
則
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
五
年
七
月
、
丈
部
省
布
達
第
十
二
号
に
よ
っ
て
東
校
学
則
の
制
定
が
あ
り
、
十
月
一
日
よ
り
生
徒
募
集
す
る
こ
と
を
公
示
し
た
が
、
七
月
十
七
日
、
太
政
官
布
告
第
二
〇
二
号
に
よ
っ
て
、
大
学
東
校
の
売
薬
取
締
が
廃
止
さ
れ
、
十
九
日
に
は
文
部
省
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明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
布
達
番
外
に
よ
っ
て
売
薬
免
許
状
の
返
納
が
令
さ
れ
た
。
八
月
三
日
の
学
制
の
発
布
と
共
に
、
文
部
省
布
達
第
十
六
号
を
以
て
、
東
校
に
は
「
右
第
壱
大
学
区
医
学
校
ト
改
称
（
中
略
）
右
之
通
改
称
相
成
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
た
が
、
九
月
七
日
に
は
文
部
省
布
達
番
外
を
以
て
、
第
一
大
学
区
医
学
校
に
対
し
、
「
元
東
校
二
於
テ
是
迄
変
則
生
徒
教
授
致
候
儀
ハ
一
時
ヲ
済
ノ
策
ニ
テ
情
実
無
余
儀
事
二
有
之
候
処
今
般
学
制
御
一
定
相
成
新
二
医
学
校
ト
改
称
シ
大
学
ノ
規
則
相
定
候
二
付
テ
ハ
向
後
変
則
教
授
ノ
儀
ハ
相
廃
シ
可
申
事
、
但
是
迄
致
教
授
居
候
生
徒
ノ
始
末
取
纒
メ
可
申
出
候
事
」
と
達
せ
ら
れ
、
医
学
教
育
が
正
規
な
方
法
の
み
を
取
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
九
月
十
九
日
、
種
痘
免
許
が
文
部
省
達
第
二
十
九
号
に
よ
っ
て
地
方
官
限
り
と
な
り
、
種
痘
医
の
制
度
が
第
一
大
区
医
学
校
か
ら
切
離
さ
れ
た
。
六
年
三
月
二
十
九
日
、
第
一
大
区
医
学
校
の
学
則
及
び
生
徒
募
集
が
文
部
省
布
達
第
三
十
六
号
を
以
て
達
せ
ら
れ
、
四
月
十
七
日
に
は
「
四
月
二
十
日
ヨ
リ
五
月
四
日
迄
二
週
間
」
の
う
ち
に
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
生
徒
の
学
科
試
験
時
間
表
が
発
表
さ
れ
た
。
四
月
二
十
七
日
、
文
部
省
は
布
達
第
五
十
六
号
を
以
て
こ
の
件
を
「
二
十
八
日
迄
二
試
験
相
済
候
旨
届
出
候
」
と
達
し
、
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第
十
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節
　
　
第
五
大
学
区
盤
学
校
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
長
崎
医
学
校
更
に
七
月
二
十
日
、
文
部
省
布
達
第
百
三
号
を
以
て
、
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
予
科
生
徒
入
学
之
儀
当
七
月
三
十
一
日
限
可
願
出
旨
当
省
本
年
第
三
十
六
号
ヲ
以
及
布
達
置
候
処
来
八
月
三
十
一
日
迄
入
学
差
許
候
条
此
旨
更
二
相
達
候
也
」
と
示
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
六
月
二
十
四
日
、
長
与
専
斎
の
建
議
に
基
き
、
医
学
と
並
進
す
べ
き
薬
学
を
奨
励
し
、
製
薬
学
校
設
立
を
企
画
し
た
文
部
省
は
七
月
二
十
五
日
、
文
部
省
布
達
第
百
四
号
を
以
て
、
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
中
二
製
薬
学
一
科
ノ
教
場
ヲ
附
属
」
す
る
こ
と
を
達
し
、
製
薬
学
教
則
も
示
し
た
の
で
あ
る
。
九
月
十
五
日
、
文
部
省
は
布
達
第
百
二
十
一
号
を
以
て
、
こ
の
医
学
校
及
び
製
薬
学
予
科
生
徒
募
集
が
十
月
十
五
日
ま
で
入
学
延
期
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
十
月
二
十
八
目
、
文
部
省
は
布
達
第
百
二
十
九
号
を
以
て
、
東
京
医
学
校
生
徒
の
学
科
試
験
が
「
十
一
月
四
日
ヨ
リ
ニ
週
間
」
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
達
し
た
。
こ
う
し
た
布
達
は
明
治
七
年
一
月
二
日
の
文
部
省
布
達
第
一
号
及
び
同
月
二
十
五
日
の
文
部
省
布
達
第
二
号
を
以
て
東
京
医
学
校
並
び
に
製
薬
学
生
徒
に
関
す
る
達
と
し
て
見
え
る
。
こ
こ
に
煩
を
避
け
ず
、
東
京
医
学
校
の
変
遷
を
示
し
た
の
は
、
政
治
的
不
安
期
で
あ
っ
た
明
治
初
年
の
医
学
教
育
の
中
央
に
お
け
る
歩
み
と
、
長
崎
の
医
学
校
の
変
遷
に
見
ら
れ
る
地
方
に
お
け
る
医
学
教
育
の
歩
み
を
比
較
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
種
痘
に
つ
い
て
も
、
亦
学
制
等
そ
の
他
に
つ
い
て
も
別
項
に
取
扱
う
事
項
を
参
照
す
る
上
に
幾
ら
か
で
も
参
考
す
べ
き
都
合
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
明
治
七
年
五
月
、
丈
部
省
は
第
一
大
学
区
医
学
校
を
東
京
医
学
校
と
改
称
し
、
長
与
専
斎
を
校
長
に
任
じ
た
。
そ
し
て
同
時
に
長
崎
で
も
第
五
大
学
区
肇
学
校
を
改
め
て
長
崎
医
学
校
と
改
称
す
る
こ
と
を
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
式
の
劃
一
的
な
大
学
区
制
が
そ
の
実
績
を
充
分
発
揮
し
得
な
い
状
態
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
だ
中
央
集
権
制
度
の
確
立
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
維
新
後
の
動
乱
期
の
政
治
的
悲
劇
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一250一
